
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
統
合
の
た
め
中
学
校
が
市
街

地
に
移
転
し
た
田
鶴
浜
地
区
。
住

民
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
減
り
、

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
祭
り
な
ど

の
地
域
行
事
が
縮
小
さ
れ
つ
つ
あ

る
中
、
田
鶴
浜
地
区
地
域
づ
く
り

協
議
会
は
平
成
28
年
度
か
ら
「
地
域

づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
活
動
テ
ー

マ
に
、「
町
の
先
生
（
人
材
バ
ン

ク
）」
事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
。

こ
の
事
業
は
地
域
に
眠
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
能
を
持

つ
住
民
を
発
掘
し
、
町
の
先
生
と

し
て
登
録
す
る
仕
組
み
を
作
り
、

学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

各
種
団
体
な
ど
が
行
う
生
涯
学
習

活
動
に
講
師
の
紹
介
を
行
う
も
の
。

住
民
の
知
識
や
技
能
を
伝
え
る
場

を
通
し
て
、
次
の
世
代
に
郷
土
へ

の
理
解
や
愛
着
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
考
え
た
。

町
の
先
生
は
、
田
鶴
浜
地
区
に

居
住
す
る
住
民
と
働
く
人
を
対
象

と
し
、
指
導
内
容
は
美
術
や
書
道
、

工
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
15
の
分
野

に
わ
た
る
。
現
在
登
録
者
は

1
0
0
人
を
超
え
、
保
育
園
や
小

学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
の
派
遣
依
頼
に
応
え
活

動
を
重
ね
て
き
た
町
の
先
生
は
、

着
実
に
住
民
の
生
涯
学
習
活
動
を

後
押
し
し
て
い
る
。

今
回
は
、
田
鶴
浜
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
が
進
め
る
町
の
先
生

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

ふるさとと君たちの未来のために
～自分たちの知識や技能を伝える「町の先生」～

地
域
に
眠
っ
て
い
る
人
材
を

掘
り
起
こ
す

田鶴浜小学校  校長

渡辺　芳昭

町
の
先
生
に
は
、
学
校
の
教
員

で
は
知
り
得
な
い
、
教
え
き
れ
な

い
地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
、
伝

統
工
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
児
童

に
教
え
て
も
ら
い
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

人
材
も
豊
富
で
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
強
く
、
木
遣
り
音
頭
保

存
会
や
地
方
史
の
会
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
な
ど
、
学
校
に
と
っ
て
町

の
先
生
は
力
強
い
味
方
で
あ
り
、

田
鶴
浜
地
区
の
地
域
力
を
感
じ
て

い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を

思
う
郷
土
愛
は
、
児
童
に
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

町の先生は浜っ子を
育てる力強い味方

町
の
先
生
（
人
材
バ
ン
ク
）
事
業
の

事
務
局
は
田
鶴
浜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
て
い
る
。

井
上
茂
セ
ン
タ
ー
長
は
「
地
域
づ
く
り

協
議
会
生
涯
学
習
部
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
何
か
地
域
が
元
気
に
な
る
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
と
相
談
し
、
地

域
住
民
の
『
昔
取
っ
た
杵
柄
（
き
ね
づ

か
）※
』
を
子
や
孫
の
世
代
に
教
え
て

い
こ
う
、
広
く
住
民
に
呼
び
掛
け
よ

う
と
町
の
先
生
事
業
に
取
り
組
み
始

め
た
」
と
き
っ
か
け
を
話
し
た
。
町
の

先
生
の
活
動
は
、
人
材
バ
ン
ク
に
登

録
す
る
だ
け
で
特
に
ル
ー
ル
は
な
く
、

保
育
園
や
小
学
校
、
生
涯
学
習
団
体

な
ど
の
依
頼
に
応
じ
て
自
分
の
持
つ

知
識
や
技
能
な
ど
を
自
分
な
り
に
伝

え
る
こ
と
だ
と
い
う
。

　※
若
い
時
に
身
に
付
け
た
技
能
や
腕
前

自
身
も
十
数
年
に
わ
た
り
、
保
育

園
や
小
学
校
で
、
住
吉
神
社
の
春
祭

り
「
住
吉
大
祭
」
の
歴
史
や
木
遣
り
音

頭
を
教
え
続
け
て
い
る
。「
教
え
た
子

ど
も
た
ち
と
、
祭
り
の
時
に
一
緒
に

太
鼓
を
叩
い
た
り
木
遣
り
を
う
た
っ

た
り
で
き
る
こ
と
が
、
指
導
者
と
し

て
何
よ
り
の
喜
び
で
す
」
と
、
町
の
先

生
の
魅
力
や
や
り
が
い
を
語
る
井
上

さ
ん
。
今
後
、
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
取
り
組
み
と
し
て
「
高
齢
者
サ
ロ

ン
」
や
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
な
ど
地
域

住
民
の
寄
り
合
い
の
場
に
町
の
先
生

を
招
き
、
手
芸
品
を
作
っ
た
り
、
体

操
を
し
た
り
し
て
認
知
症
予
防
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
新
た
な
人
材
を
さ
ら
に
発
掘
し
、

引
き
続
き
町
の
先
生
事
業
を
継
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。

井
上
さ
ん
は
「『
町
の
先
生
に
来
て

も
ら
っ
て
良
か
っ
た
』
『
町
の
先
生
に

登
録
し
て
良
か
っ
た
』
と
の
声
も
届
く

よ
う
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

「
田
鶴
浜
以
外
の
地
域
で
も
、
町
の
先

生
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人
が
い
る
。

田
鶴
浜
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
手

応
え
を
胸
に
、
さ
ら
な
る
活
性
化
に

知
恵
を
絞
る
。

「
町
の
先
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

始
動

井上　茂センター長

Interview

祭りは園児の元気な太鼓で幕を開ける

地域住民でにぎわう寄り合いの場
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